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十
月
十
日
而
、
太
陽
が
丘
で
、
第
七
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
・
太

陽
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
・
府
民
体
力
つ
く
り
大
会
が
開
催
。
さ

わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
み
ん
な
で
い
い
汗
流
し
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
、

午
前
十
時
に
陸
上
競
技
場
で
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
準
備
運
動
の
後
、

各
会
場
は
午
前
十
時
牛
か
ら
開
始
。
受
付
時
間
が
制
限
さ
れ
る
種
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
左
下
の
会
場
図
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
参
加
は
無

料
。
家
族
・
友
だ
ち
そ
ろ
っ
て
、
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
運
動
靴
（
体

育
館
は
上
靴
）
も
お
忘
れ
な
く
。
雨
天
中
止
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
Ｏ
ひ
と
汗
コ
ー
ナ
ー
・
・
・
親
子
健

康
体
操
、
リ
ズ
ム
体
操
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
、
ド
ッ

チ
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
チ

ュ
ッ
ク
ボ
’
‐
。
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
○
測
定
・
挑
戦
コ
ー
ナ
ー

…
体
力
診
断
大
人
コ
ー
ス
、
体
力

診
断
こ
μ
石
コ
ー
ス
、
バ
″
テ
ィ

ン
グ
マ
シ
ン
に
挑
戦
、
ス
ピ
ー
ド

ガ
ン
測
定
、
１
０
０
ｍ
世
界
記
録

に
挑
戦
、
遠
投
力
測
定
、
家
族
リ

レ
ー
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ー
ザ
ー
ゲ
ー

ム
（
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
、
キ

ャ
″
チ
ン
グ
ー
ザ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

グ
ル
ー
プ
ー
バ
ン
ブ
ー
・
ダ
ン
ス
）

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

・
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
、

グ
ラ
フ
。
ト
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

輔
投
げ
、
パ
ラ
バ
ル
ン
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ダ
ブ
リ
ン
、
フ
リ
ー
ブ
ロ
ー
、
ク

新
庁
舎
建
設
仮
設
工
事
費
な
ど

　
８
億
３
千
８
百
万
円
を
計
上

　
九
月
宇
治
市
議
会
定
例
会
は
、

九
川
二
十
日
に
開
会
。
会
開
は
十

月
三
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

　
こ
の
定
例
ゑ
に
は
、
元
年
度
一

槃
討
哺
正
予
算
。
（
第
二
号
）
な
ど

十
二
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
槃
訂
の
補
正
は
、
当
初
予

。
算
削
成
吸
に
新
た
に
発
生
し
た
が

　
　
業
や
事
奘
執
行
の
口
体
化
に
伴
う

調
整
な
ど
が
中
心
で
、
補
正
額
は

八
億
三
千
八
百
三
十
九
万
七
千
円

か
計
上
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
三
百
九
億
七
百
十

八
万
八
千
円
と
な
り
ま
す
。
補
正

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７
新
げ
ふ
‥
建
設
に
向
け
て
の
仮
設

　
工
小
北
に
二
億
二
千
四
百
万
円

Ｔ
道
路
維
持
費
追
加
に
四
千
万
円

９月補正

▽
下
居
大
久
保
線
築
造
事
業
費
追

　
加
に
Ｅ
エ
〈
百
五
万
円
、
債
務

　
負
担
行
為
追
加
に
七
億
九
千
百

　
万
円

▽
木
幡
中
学
校
特
別
教
室
建
設
費

　
に
二
千
九
百
万
円

▽
二
年
保
育
実
施
に
伴
う
劫
稚
園

　
施
設
整
術
費
に
一
千
三
百
三
十

　
七
万
円

ロ
リ
テ
ィ
ー
ー
Ｏ
ミ
ニ
教
室
・
ひ
ろ

ば
・
＝
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
軟
式
テ
ニ

ス
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

教
室
、
少
年
野
球
教
室
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
○
大
会
コ
ー
ナ
ー
…
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
（
教
室
コ
ー
ス

９
３
に
ｍ
、
練
習
マ
・
。
ス
＝
４
㎞
、

挑
戦
コ
ー
ス
＝
５
㎞
）
○
相
談
コ

ー
ナ
ー
＝
・
体
力
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
食
隻
絹

談
マ
ー
ナ
ー
Ｏ
展
示
コ
ー
ナ
ー
＝
・

運
動
と
消
費
カ
ロ
リ
ー
。
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府
民
縦
断
歩
こ
う
会
兼

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
1
0
月
８
日
間
、
午
前

８
時
半
宇
治
市
役
所
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
は
1
0
月
1
5
日
面
）
▼
コ

ー
ス
…
宇
治
市
役
所
前
↓
白
川
紅

葉
谷
↓
天
ケ
瀬
森
林
公
園
↓
東
海

自
然
歩
道
↓
大
吉
山
↓
宇
治
神
社

解
散
の
約
８
・
５
Ｊ
▼
準
四
？
・

昼
食
・
水
筒
・
雨
具
な
ど
▼
問
い

▽
英
語
ヒ
ア
リ
ン
グ
機
器
購
入
費

　
に
二
百
二
十
五
万
円

▽
ユ
ー
・
ド
ピ
ア
’
８
９
〈
市
民
ふ
れ

　
あ
い
祭
〉
補
助
金
に
百
万
円

▽
災
害
復
旧
費
に
一
億
七
千
三
百

　
九
十
万
円

▽
精
神
薄
弱
者
授
産
施
設
建
設
費

　
元
利
補
給
追
加
に
四
千
万
円

　
（
債
務
負
担
行
為
）

▽
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建

　
設
費
元
利
補
給
追
加
に
二
千
五

　
百
万
円
（
債
務
負
担
作
為
）

▽
な
か
よ
し
保
育
園
移
転
新
設
建

　
設
費
元
利
補
給
追
加
に
九
千
万

　
円
（
債
務
負
担
行
為
）

合
わ
す
・
・
木
村
長
貳
さ
ん
（
登
⑩

3
6
3
3
）
か
市
民
体
育
課
へ
▼

主
催
・
：
府
教
育
委
員
会
・
市
教
育

委
員
会
・
宇
治
市
歩
こ
ラ
会
。

　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
…
o
月
1
3
日
幽
か
行

　
　
Ｅ

　
に

　
ン
ノ

　
ニ
　
／
ソ

　
驚
Ｉ
Ｚ

　
レ
ン

？
７一ナ

　
フ

一＠

月
７
日
㈹
ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜

日
、
全
８
回
。
い
ず
れ
も
午
後
７

時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
東
宇

治
中
学
校
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
高
校
生
以
上
の
女

性
▼
定
員
：
面
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
市
民

体
育
課
へ
電
話
で
。

　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ー
ソ
フ
ト

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
6
日
間
・
1
8
日

團
・
2
0
日
倒
、
い
ず
れ
も
午
後
７

時
半
ト
９
時
半
▼
と
こ
ろ
…
平
盛

小
学
校
烋
晶
▼
対
象
・
：
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生
以
上

の
人
▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
市

民
体
育
課
へ
電
話
で
。

新
友
好
都
市
交
流
を
推
進

カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
調
査
団
帰
国

　
九
月
七
日
か
ら
、
新
友
好
都
市
の
候
補
地
と
し
て
カ
ナ

ダ
ー
ブ
リ
テ
ィ
″
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

を
訪
れ
て
い
た
宇
治
市
調
査
団
（
団
長
・
石
井
常
夫
助
役
、

十
三
人
）
が
、
十
四
日
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
同
市
に
滞
在
中
、
市
役
所
へ
の
表
敬
訪
問
を

は
に
あ
、
市
内
の
各
種
施
設
な
ど
を
視
察
調
査
。
訪
問
先

で
は
ど
こ
で
も
大
歓
迎
を
受
け
、
宇
治
市
と
の
友
好
都
市

交
流
に
向
け
た
同
市
民
の
強
い
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
市
の
議
会
で
も
、
宇
治
市
と
の
友
好
都
市
締

結
の
交
渉
を
推
進
す
る
議
案
を
全
員
一
致
で
可
決
。
石
井

助
役
・
野
田
副
議
長
と
同
市
の
市
長
・
助
役
が
、
交
渉
推

進
の
同
意
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
秘
書
課
）

▲
同
意
書
に
署
名
す
る
石
井
助
役
＝
左
か
ら
】
ニ
人
目

Ｑ
Ｊ
り
乙
０１

子
レ
獅

見
‐
ノ
ー

＝

10月１日～7日は

『法の日』週間

　
十
月
一
日
か
ら
の
一
週
間
は

「
法
の
日
」
週
間
で
す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
主
権
の
下
に
、

国
を
挙
げ
て
法
を
尊
重
し
、
基

５略称敬ぐ員委護擁権人

本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序

確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
に

定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

日
を
機
会
に
、
改
め
て
法
の
大

切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
１
つ
。

　
市
で
は
、
毎
月
第
一
木
即
日

に
総
合
福
祉
会
館
で
、
人
権
相

談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談

に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
〈
１
０
月
の
人
権
相
談
〉

　
▼
と
き
…
1
0
月
５
日
田
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

…
総
合
福
祉
会
館
２
階
。

　
な
お
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
の
自
宅
で
も
、
随
時
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
直
接
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
　
（
広
報
課
）
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第7回　市民スポーツまつり

太陽が丘スポーツカーニバル

府民体力つくり大会　　

太陽が丘



一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
を

　
本
市
は
今
年
度
も
厚
生
省
か
ら
「
高
医
療
費
市
町
村
」
の
指
定
を
受
け
、
医
療
費
の
適
正
化
を
中
心
と
　
一

し
た
「
国
保
事
業
運
営
安
定
化
計
画
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
　
　
　
　

い
ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
度
本
市
国
保
会
計
は
、
赤
字
解
消
の
た
め
の
繰
入
金
五
千
万
円
の
措
置
な
ど
　
　
　
　
　

を
含
む
取
り
組
み
が
国
に
評
価
さ
れ
、
臨
時
の
交
付
金
一
億
円
を
受
け
た
こ
ど
に
よ
り
、
単
年
度
で
約
　
　
　

六
千
五
百
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
累
積
赤
字
は
依
然
と
し
て
約
一
億
五
千
万
円
あ
り
、
　
　
　

な
お
一
層
厳
し
い
努
力
が
必
要
で
す
。
今
回
は
国
保
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
と
共
に
国
保
事
　
　
　
　

業
の
健
全
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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・
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・
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・
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・

・

・

１
・

・

１

・

1

1

1

1

1

高
医
療
費
市
町
村
と
は

　
昭
和
六
十
三
年
の
国
民
健
康
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
、
医
療
費
が

全
国
平
均
に
比
べ
て
非
常
に
局
い

（
国
が
定
め
た
基
準
の
Ｉ
・
一
七
倍

以
上
の
）
市
町
村
は
国
か
ら
「
高

医
療
費
市
町
村
」
に
指
定
さ
れ
、

「
国
保
安
定
化
計
画
」
の
作
成
と
実

施
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
全
国
で
、

本
市
を
含
む
百
四
十
七
市
町
村
が

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

6
3
年
度
医
療
費
の
動
向

　
高
い
入
院
分
の
伸
び

　
本
市
国
保
の
六
十
三
年
度
の
全

体
分
診
療
費
は
約
八
十
二
億
九
千

万
円
で
、
対
前
年
度
伸
び
率
七
・
五

％
。
特
に
入
院
分
は
、
全
体
分
の
五

割
以
上
か
占
め
る
約
四
十
二
億
六

千
万
円
で
、
対
前
年
度
伸
び
率
も

八
・
一
％
と
全
体
分
の
伸
び
か
王

回
り
、
依
然
、
増
加
傾
向
は
衰
え
て

い
ま
せ
ん
（
表
Ｉ
参
照
）
。

表I　毎年伸びる医療費

　一国保全体分診療費の推移－
億円

　too

50

　
こ
う
し
た
入
院
分
を
中
心
と
す

る
医
療
費
の
高
騰
に
よ
り
、
六
十

三
年
度
の
国
保
会
計
の
保
険
給
付

費
（
老
健
拠
出
金
を
含
む
）
は
、
前

年
度
実
績
を
一
一
％
強
上
回
る
約

五
十
三
億
円
に
も
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
国
保
加
入
者
一
人
当
た
り

に
す
る
と
、
十
四
万
三
千
百
二

十
九
円
の
保
険
給
付
費
を
支
払
っ

　　　51年度

※診療費＝

入院費用額十入院外費用額十歯科費用額

　　表II　国保会計負担額

　　　　　一保険給付額の推移－

　　　　　　(老健拠出金を含む)

た
こ
と
に
な
り
ま
す
（
表
Ｈ
・
ｍ

参
照
）
。

　
こ
の
ぶ
つ
な
増
加
傾
向
が
続
く

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
ラ
か
。

　
表
Ⅳ
は
過
去
十
年
間
の
市
内
病

院
の
病
床
数
、
全
体
分
診
原
費
と

そ
の
う
ち
の
入
院
分
の
関
係
を
ふ

し
た
も
の
で
す
。
五
十
三
年
度
に

比
べ
六
十
三
年
度
で
は
、
病
床
数

は
約
二
倍
、
全
体
分
診
療
費
が
三

倍
強
、
う
ち
入
院
分
に
至
っ
て
は

約
四
倍
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
病
床
数
が
増
え
る
に

つ
れ
て
、
診
療
費
全
体
が
入
院
分

を
中
心
に
、
加
速
麿
的
に
伸
び
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

国
保
事
業
安
定
化

へ
の
取
り
組
み

　
保
険
給
付
費
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
保
険
料
と
国
庫
金
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い
水
子
（
表
ｍ
参

照
）
。
医
療
費
が
伸
び
れ
ば
、
そ
の

分
保
険
料
負
担
も
増
や
さ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
の
保
険
料

負
担
を
避
け
、
健
康
寓
マ
る
国
保

制
度
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に

何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

医
療
費
の
適
正
化
で
す
。

　
そ
れ
に
は
本
子
、
一
人
ひ
と
り

億円

　50

※老健= 70歳以上または55歳以上の寝たきり

老人で老人保健法の適用を受けている人

が
日ル

ル

１人当たり保険給

付費の財源内訳

　63年度(見込み)

表Ill市内病院の病床数と市国保入院診療費の推移

　　　　　　　　　　　　　　　3.164床

表IV

　床

3.000

0280い

その他

18,277円

付
け
、
不
必
要
な
医
療
費
を
節
約

す
る
こ
と
な
ハ
切
で
す
。

　
本
市
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
医
療
費
の
適
正
化
を
図

り
。
「
高
医
療
費
市
町
村
」
の
指
定

解
除
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
向
け
、
安
定
化

計
画
や
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ

ン
事
業
を
柱
に
、
「
必
要
な
医
療
を

保
障
し
、
健
康
の
保
持
・
増
進
を

図
る
た
め
」
に
、
「
宇
治
市
平
成
元

年
度
国
保
運
営
安
定
化
計
画
」
よ

り
様
々
な
取
匯
組
み
か
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

出
レ
セ
プ
ト
内
容
点
検
の
充
実

　
レ
セ
プ
ト
審
査
室
を
設
置
し
、

医
療
機
関
か
ら
の
診
療
報
酬
明
細

書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
点
検
体
制
を
拡

充
・
強
化
。
併
せ
て
国
保
連
合
会

の
審
査
機
能
の
充
実
を
、
さ
ら
に

求
め
ま
す
。

ぼ
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携
強
化

　
健
康
は
自
ら
が
守
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
た

医
療
に
要
し
た
費
用
を
お
知
ら
せ

す
る
医
療
費
通
知
奎
允
丙
ま
た
、

一略会itIS入金
4,335円(3.0°い

　　m庫金　

才

　58.71J円　　.、
　(41 0％) 謡

　保険卜　61 804円　　于

　(43.2％)

分を除くぞ計吸入全は巧別加算帝一般636261ら059585553年度

手
軽
に
実
践
で
き
る
健
凩
つ
く
り

を
特
集
し
た
「
国
保
だ
よ
り
」
を
作

成
・
配
布
し
、
皆
さ
ん
の
健
辰
つ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
健
康
で
生
既
が
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
ヘ

ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の

一
環
と
し
て
、
今
後
の
地
域
医
療

の
あ
り
方
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
こ

費
白
書
」
（
仮
称
）
の
刊
行
か
計
画

し
て
い
ま
す
。

即
在
宅
ヶ
ア
の
推
進

　
人
間
ト
ヨ
タ
受
診
世
帯
を
対
象

に
、
健
辰
つ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
た
め
、
昨
年
度
と
同
様
に
保
健

婦
訪
問
指
導
か
将
い
ま
す
。

㈲
関
連
施
策
心
推
進

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
・

業
の
一
環
と
し
て
、
市
民
体
育
・
・

社
会
教
育
活
動
な
ど
の
場
で
、
体

力
づ
く
り
・
健
風
つ
く
ひ
行
事
を

推
進
に
缶
す
。

㈲
医
療
機
関
と
の
話
し
合
い

　
医
療
費
適
正
化
の
た
め
、
市
民

の
健
唐
石
寺
る
立
場
か
ら
理
解
と

協
力
奎
悟
な
子
。

㈲
保
険
料
収
納
率
の
向
上

　
適
正
か
つ
必
要
な
医
療
費
を
確

保
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

保
険
料
の
収
納
率
向
上
に
努
め
、

加
入
者
に
も
納
期
内
納
付
厳
守
を

お
願
い
し
ま
す
。

ｍ
赤
字
解
消
心
計
画
的
実
施

　
引
き
続
き
、
赤
字
解
消
の
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
特
別
の
繰
り
入
れ

を
行
い
、
累
積
赤
字
の
早
期
解
消

に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
議
会
を
は
じ
の

国
保
運
営
協
議
会
、
国
・
府
な
ど
関

係
諸
機
関
と
密
接
に
連
絡
し
、
国

保
運
営
安
定
化
に
向
け
、
一
つ
ひ

と
つ
課
題
を
解
決
し
て
い
き
康
司

　
皆
式
λ
の
健
康
鴛
又
夭
切
な

国
保
制
度
が
円
滑
に
安
定
し
て
運

営
で
き
る
ぷ
つ
、
重
ね
て
皆
敬
九

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
に
健
康

　
水
と
緑
に
囲
奔
れ
た
天
ケ
瀬

森
林
公
園
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
辰
つ
く
り
・
体
力
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

木
の
香
も
高
い
す
ぎ
・
ひ
の
き

を
使
っ
た
遊
具
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
元
年
度
ヘ
ル

ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
府
立
北
桑
田
高

校
林
業
科
の
先
生
・
生
徒
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
製
作
し
、

据
え
付
け
た
も
の
で
す
。

　
公
園
散
策
の
折
に
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
農
林
茶
釜
課
）

1030

健康づくり推進啓発ポスタ
ーを募集

　
市
国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
ヘ
ル
ス
パ
イ

オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
健
康
の
大
切
さ
、
素
晴
ら
し
さ

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
健
凧
つ
く
り

を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
・
：
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年
生

　
か
ら
中
学
生
。

▽
規
格
・
・
・
４
ツ
切
画
用
紙
に
ク
レ
ヨ
ン
・
水

　
彩
絵
の
具
で
。
裏
に
学
校
名
・
学
年
・
住

　
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

▽
応
募
方
法
・
・
・
雲
雨
役
所
国
民
健
康
保
険

　
課
給
付
係
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
・
内
線
２

　
９
６
）
へ
、
郵
送
か
直
接
持
参
で
。

▽
応
募
期
間
・
・
・
1
0
月
１
日
間
～
1
0
月
3
1
日
叫

　
（
当
日
消
印
有
効
）
。

　
な
お
、
ら
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
そ
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
津
ｙ
。
ま

た
、
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
選
考
の
結
果
、
優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
賞

品
を
お
渡
し
し
毒
ｙ
。
池
ら
に
、
そ
の
中
で

も
特
に
優
秀
な
も
の
を
小
・
中
学
生
の
作
品

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
選
び
、
京
都
府
国

民
健
康
保
険
団
体
莫
昌
の
健
痢
つ
く
り
推

進
ポ
ス
タ
ー
募
集
選
考
委
員
会
に
、
宇
治
市

代
表
と
し
て
推
薦
し
柔
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

市
民
健
康
講
座

　
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
か
ら
の
健
康
管
理

　
最
近
、
職
場
や
地
域
の
複
雑
な
環
境
下
で

の
心
身
一
の
疲
労
が
、
中
年
層
の
健
康
に
大
き

な
影
忿
猫
払
け
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
ス
パ
イ

オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
本
講

座
で
は
、
私
た
ち
の
健
康
に
つ
い
て
生
理
・

精
神
の
両
側
面
か
ら
探
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
1
0
月
Ｒ
白
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後

　
零
時
半
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
。

▽
内
容
・
：
○
講
演
＝
「
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
か
ら

　
の
健
康
管
理
」
（
講
師
⊥
只
都
教
育
大
学
学

　
長
・
蜂
須
賀
弘
久
さ
ん
）
○
実
技
工
盈
や

　
職
櫛
存
え
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
（
指

　
導
―
健
康
体
操
指
導
者
・
伊
勢
村
紀
久
子

　
さ
ん
）
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
中
央
公
民
館

　
（
豊
⑩
1
4
1
1
）
へ
。

▽
そ
の
他
・
・
・
軽
装
で
お
こ
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）
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きょう宇治茶まつり

　興聖寺・中の島一帯で

　
宇
治
の
伝
統
行
事
１
茶
ま
つ
り

が
、
き
ょ
う
十
月
一
日
、
興
聖
寺

と
宇
治
川
中
の
島
を
中
心
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
ず
。

　
秋
の
一
日
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
名
水
く
み
上
げ
の
儀
…
午
前
９

　
時
か
ら
宇
治
僑
三
の
間

▽
茶
ま
つ
り
式
典
・
：
午
前
1
0
時
か

　
ら
興
聖
寺
本
堂

▽
茶
せ
ん
塚
供
養
・
：
午
前
Ｈ
時
半

　
か
ら
興
聖
寺
門
前

▽
茶
席
…
本
席
は
器
壽
書
院
、

　
副
席
は
朝
日
焼

▽
中
の
島
で
の
催
し
…
午
前
1
0
時

　
か
ら
午
後
３
時
。
野
点
（
だ
て
）

　
席
、
お
茶
飲
み
コ
ン
ク
ー
ル
、

　
そ
ぱ
席
、
茶
せ
ん
・
炭
山
陶
器
・

　
竹
製
品
の
即
売
、
宇
治
茶
の
接

　
待
、
植
木
市
、
掛
軸
の
展
示
即

　
売
な
ど
。
　
（
商
工
観
光
課
）

　
素
人
茶
香
服
大
会
も

　
　
　
　
今
夕
に
開
催

　
ま
た
、
き
ょ
う
の
夕
方
に
は
、

宇
治
茶
ま
つ
り
協
賛
と
し
て
、
市

民
素
人
茶
香
服
大
会
団
体
戦
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
、
ご
観
戦

く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
1
0
月
１
日
間
、
午
後
６

　
時
半
１

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
３
階
大

　
会
議
室

▽
主
催
・
：
宇
治
市
茶
業
青
年
会

　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

お
知
ら
せ

　
市
職
員
の
募
集

　
○
一
般
事
務
職
・
：
昭
和
4
0
年
４

月
２
日
～
4
7
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
次
れ
、
日
本
国
梗
嘉
じ
、
高

校
卒
業
程
度
の
学
力
か
肴
す
る
人

（
学
歴
は
不
問
）
＝
若
干
名
。

　
○
土
木
技
師
・
：
昭
和
3
6
年
４
月

２
日
～
4
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

素
れ
、
日
本
国
籍
か
肴
し
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
及
草
ハ
学
で
土
木
の
専

門
課
程
か
修
得
し
た
人
か
平
成
２

年
３
月
に
修
得
見
込
み
の
人
＝
若

干
名
。

　
Ｏ
保
健
婦
・
：
昭
和
3
0
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健
婦
の
資

格
か
肴
す
画
学
＝
若
干
名
。

　
○
保
母
・
・
・
昭
和
4
0
年
４
月
２
日

日
本
国
籍
か
肴
し
、
保
母
資
格
を

有
す
る
女
子
か
平
成
２
年
３
月
ま

で
に
保
母
資
格
夕
取
得
見
込
み
の

女
子
＝
若
干
名
。

　
〈
第
一
次
試
験
〉
▼
と
き
・
：
Ｈ
月

５
日
㈲
、
午
前
８
時
4
0
分
～
▼
と

こ
ろ
…
宇
治
中
学
校
▼
申
し
込
み

・
・
・
市
販
の
履
歴
書
（
来
春
高
校
卒

業
見
込
み
の
人
は
近
畿
高
等
学
校

統
一
用
紙
を
使
用
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
最
近
６
ヵ
月
以
内
の

写
真
夕
ほ
り
、
申
込
書
夕
添
え
て

職
員
課
へ
（
郵
送
不
可
）
。
実
施
要

項
と
申
込
書
は
職
員
課
に
あ
り
ま

す
▼
受
付
期
間
・
・
・
1
0
月
２
日
側
～

1
3
日
吻
。
　
　
　
　
（
職
員
課
）

　
宇
泊
市
奨
学
生
の
募
集

　
▼
対
象
…
本
人
と
保
護
者
が
市

第
1
回
　

今
、
君
が
キ
ラ
メ
ク
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
宇
治
‘
8
9

ミ
ス
宇
治
コ
ン
テ
ス
ト
の

出
場
者
を
募
集

　
十
一
月
三
日
㈲
・
四
日
出
の

二
日
間
、
産
業
会
館
で
「
茶
と

観
光
の
宇
治
」
の
活
性
化
を
目

指
し
、
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
宇
治
圃

が
開
催
。
そ
の
中
の
主
要
事
業

で
あ
る
「
ミ
ス
宇
治
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
出
場
者
か
毅
集
し
Ｊ
よ
す
。

ふ
る
っ
て
、
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
‥
‥
‥
一
月
３
日
向
＝
ノ

ミ
ネ
ー
ト
審
査
会
、
４
日
出
＝

本
意
尽
会
▼
ｃ
募
資
格
・
・
・
市
内

在
住
・
在
勤
で
、
1
8
歳
1
2
3
歳
ま

で
の
健
康
で
明
る
い
未
婚
女
性

（
高
校
生
は
不
可
）
▼
ｎ
品
・
：
ミ

ス
宇
治
（
３
名
Ｔ
ハ
ワ
イ
旅
行

と
1
0
万
円
ほ
か
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト

賞
（
1
7
名
）
八
章
商
品
、
ミ
ス

宇
治
推
薦
者
（
３
名
Ｔ
各
３
万

円
、
応
募
者
全
員
＝
記
念
品
▼

l
i
t
＊
方
法
・
：
所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
汲
近

撮
影
の
カ
ラ
ー
写
真
（
サ
ー
ビ

ス
サ
イ
ズ
）
か
添
ふ
に
、
〒
6
1
1
宇

治
琵
琶
4
5
－
1
3
・
宇
治
商
工
会

議
所
内
「
ミ
ス
宇
治
コ
ン
テ
ス

ト
」
係
へ
、
1
0
月
1
5
日
㈲
正
午

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
▼
問

市
民
会
館
・
宇
治
公
民
館

閉
館
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
３
月
3
1
日
ま
で

　
宇
治
市
民
会
館
・
宇
治
公
民
　
惑
を
お
掛
け
に
羊
子
か
ご
理
解

館
は
、
十
一
月
か
か
収
修
工
事
　
と
ご
協
力
を
お
願
い
に
Ｉ
予
。

夕
将
シ
た
め
、
十
月
十
五
日
か
　
　
な
お
、
閉
館
中
は
、
中
央
公
民

ら
平
成
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
　
館
（
折
居
台
一
丁
目
）
内
に
仮
事

で
閉
館
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
務
所
（
豊
⑩
2
8
0
4
）
公
設

　
市
民
の
皆
ポ
ん
に
は
、
ご
迷
　
し
康
ｙ
。
　
（
宇
治
公
民
館
）

内
に
引
き
誓
§
年
以
上
居
住
し
、

学
資
の
支
出
が
困
難
な
人
（
本
人

の
み
下
宿
は
可
。
他
の
奨
学
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
）
▼
募
集
人

数
・
：
若
干
名
▼
貸
与
月
額
・
・
・
高
校

生
＝
公
立
六
千
九
百
円
、
私
立
一

万
二
千
円
、
高
専
生
＝
八
千
円
、

大
学
生
９
国
公
立
一
万
二
千
円
、

私
立
一
万
ぢ
申
円
▼
申
し
込
み
…

福
祉
年
金
課
所
定
の
願
書
に
、
学

校
長
の
推
薦
調
書
・
成
績
証
明
・

在
学
証
明
夕
添
え
て
、
1
0
月
1
4
日

出
ま
で
に
福
祉
年
金
課
（
内
線
３

３
６
）
へ
。
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
第
１
威
出
品
募
集

　
十
月
十
四
日
出
、
十
五
日
間
に
・

開
催
の
第
九
回
木
幡
公
民
館
ま
つ

り
第
１
部
へ
の
出
品
を
募
集
に
蚤

す
。
な
お
、
搬
入
・
搬
出
は
出
品
者

自
身
で
お
願
い
し
ま
す
。

い
合
わ
せ
・
応
募
用
紙
配
布
・
：

宇
治
商
工
会
議
所
（
豊
⑩
3
1

0
1
）
、
的
宇
治
市
観
光
協
会

(
K
S
3
3
3
4
）
、
宇
治
茶
商

工
茉
岫
（
a
J
7
7
1
3
）
へ
▼

主
催
・
：
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
宇
治
8
9

開
催
委
０
会
。
（
商
工
観
光
課
）

　
▼
募
集
作
品
・
・
・
盆
栽
・
山
野
草
・

園
芸
植
物
▼
募
集
期
間
・
・
・
1
0
月
２

日
側
～
1
2
日
出
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
・
・
・
木
幡
公
民
館
（
豊
⑩

8
2
9
0
）
へ
。
（
木
幡
公
民
館
）

　
い
ぇ
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り

　
講
　
　
演
　
　
会

　
▼
と
き
：
1
1
月
４
日
出
、
午
後

１
時
～
ｔ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
テ
ー
マ
…

新
し
い
す
ま
い
･
＼
)
V
^
£
Ｕ
Ａ
)
文
化

の
創
造
～
魅
力
あ
る
す
ま
い
か
求

め
て
～
▼
講
師
・
・
・
京
都
府
立
大
学

助
教
授
・
上
野
勝
代
さ
ん
、
は
し

だ
の
り
ひ
こ
さ
ん
（
歌
手
）
▼
対
象

・
・
・
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人

▼
定
員
・
：
千
三
百
人
（
先
着
順
）
▼

入
場
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
市

９
溶
…
住
宅
課
・
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
・
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
入
場
整
理
券
を

配
布
中
。
ま
た
は
、
は
が
き
に
入

場
整
理
券
希
望
石
書
き
、
住
所
・申し込み受け付け

10月９日までに

　
戦
没
者
の
婁
爵
劣
、
恒
久

平
和
夕
祈
念
し
て
、
宇
治
市
戦

没
者
追
悼
式
（
無
宗
教
）
か
行
い

氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
記
入
の
上
、

〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
・
建
設
部
住
宅

課
へ
（
４
品
必
着
）
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
住
宅
課
（
内
線
３
７
５
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
宅
課
）

　
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
1
0
月
1
3
E

1
=
木
幡
公
民
館
、
1
0
月
2
7
1
n
S

五
香
ぶ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
い

ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
～
４
時
▼
内
容

…
年
金
や
健
康
保
険
な
・
ど
の
仕
組

み
。
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
給
水
装
置
工
事

　
資
格
者
試
験

　
旦
屋
技
術
資
格
者
試
験
・
：
学

科
＝
1
0
月
卿
吊
、
実
技
＝
2
7
日

岡　
Ｏ
技
能
資
格
者
試
験
・
：
学
科
―
‥

1
0
月
2
5
日
伽
、
実
技
＝
2
6
日
團
。

　
▼
申
し
込
み
・
：
水
道
部
所
定
の

申
請
書
と
市
販
の
履
歴
書
に
、
写

真
２
枚
、
受
験
料
（
責
任
技
術
は

千
円
、
技
能
墜
〈
百
円
）
夕
添
え
て

水
道
部
総
務
課
へ
。
な
お
、
受
験

に
は
、
一
定
の
資
格
が
必
要
▼
受

付
期
間
・
・
・
1
0
月
２
日
皿
Ｔ
７
日
出

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同
総
務
課
（
内

線
４
３
７
）
へ
。
（
水
道
部
総
務
課
）

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
1
0
月
４
日

團
＝
冤
道
、
Ｕ
吊
―
平
盛
、
1
8

日
困
＝
横
島
、
3
1
日
㈹
＝
伊
勢
田
、

い
ず
れ
も
午
後
３
時
半
～
ｔ
時
▼

ま
す
。
遺
族
必
一
に
未
加
入
で
参

列
を
ご
希
望
の
人
は
、
は
が
き

で
申
し
込
み
を
（
遺
族
会
会
員

は
、
同
会
を
通
じ
て
）
。

　
▼
と
き
・
・
・
‥
１
１
月
1
5
日
團
、
午

前
1
0
時
～
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
対
象
…
戦

天

神
台

花
　
　
佳
司
く
ん

　
S
6
3
・
９
・
2
6
①

内
容
…
紙
芝
居
、
よ
み
啓
か
せ
な

べ
　
　
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

　
大
久
堡
日
少
年
セ
ン
タ
ー

　
1
0
月
の
催
し

　
申
し
込
み
は
、
２
日
側
か
ら
同

セ
ン
タ
大
豊
㈲
7
4
4
7
）
へ
電

話
か
直
接
来
館
で
。
先
着
順
。

〈
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
や
重
さ
あ
て
〉

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
0
日
㈲
ま
で
、

午
前
９
時
半
～
午
後
ｔ
時
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
↓
四
校
生
。

〈
親
子
ミ
ニ
運
動
会
〉

　
▼
と
き
・
：
ｍ
一
月
1
9
日
俐
、
午
前

1
0
時
Ｉ
正
午
▼
対
象
…
市
内
在
住

の
幼
児
（
―
歳
以
上
）
と
保
護
者
▼

定
員
・
：
3
0
組
▼
参
加
費
…
1
5
0
円
。

〈
親
子
ミ
ニ
ハ
イ
キ
ン
グ
〉

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
7
日
面
、
午
前

９
時
半
ト
午
後
１
時
半
▼
行
き
先

・
：
天
ケ
瀬
森
林
公
園
▼
対
象
・
・
・
市

内
在
住
の
幼
児
（
２
歳
以
上
）
と
保

護
者
▼
定
員
：
加
組
▼
参
加
費
・
：

没
者
の
妻
・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉

妹
及
び
Ｉ
親
等
内
の
祭
祀
者
の

う
ち
Ｌ
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
は
が

き
に
必
要
事
項
（
左
図
）
を
記
入

し
、
1
0
月
９
日
側
ま
で
に
福
祉

部
福
祉
年
金
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵

琶
3
3
）
へ
。
（
福
祉
年
金
課
）

申し込みはがきの書き方

　けいじくんは、よく笑い、好奇

心盛んなワンパク坊やです。

　この欄に掲載するお子さん（63

年10月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

無
料
。

〈
一
二
世
代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
9
日
囲
、
午
前

９
時
～
正
午
▼
対
象
・
：
市
内
在
住

の
三
世
代
吏
務
ｙ
人
で
Ｉ
チ
ー

ム
（
小
学
生
↓
殺
生
を
こ
人
以

占
▼
定
員
・
：
６
組
3
0
人
▼
参
加

費
・
：
無
料
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
社
協
職
員
の
募
集

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
6
日
側
、
午
後

１
時
～
▼
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会

館
▼
職
種
↓
落
共
同
作
業
所
指

導
員
＝
１
名
▼
応
募
資
格
・
・
・
昭
和

4
0
年
３
月
3
1
日
以
降
に
生
奔
れ
、

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
の
あ
る
人

▼
申
し
込
み
・
：
1
0
月
９
日
側
ま
で

に
、
履
歴
書
夕
添
え
て
社
会
福
祉

協
議
会
（
容
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
〈
ｙ
）

　
計
量
器
定
期
検
査

　
京
都
府
計
量
検
定
所
が
、
業
務

用
の
は
か
り
の
定
期
検
査
奎
打
い

ま
す
。
検
査
に
は
、
手
数
料
と
印

鑑
が
必
要
。
詳
に
で
は
、
同
検
定
所

（
酋
０
７
５
剛
8
3
3
5
）
か
市
役

所
商
工
観
光
課
（
内
線
２
９
３
）
へ

　
▼
日
程
・
・
・
1
0
月
2
4
日
㈹
―
宇
治

シ
ョ
″
プ
セ
ン
タ
ー
、
2
5
E
困
＝

東
宇
治
中
学
校
、
2
6
日
俐
ａ
小
倉

小
学
校
、
2
7
日
１
=
大
久
保
小
学

校
、
3
0
日
間
・
3
1
日
脚
＝
産
業
会

館
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
セ
ミ
ナ
ー

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
1
日
出
、
午
後

１
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
城
南

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

雇
用
実
態
調
査

　
市
で
は
、
市
内
約
二
千
百

の
事
業
所
を
対
象
に
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
雇
用
実
態
調
査
を
行

い
車
ｙ
。
こ
の
調
査
は
、
城
陽

市
・
久
御
山
町
で
も
同
時
に
行

い
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

雇
用
実
態
を
把
握
し
、
行
政
施

策
の
基
礎
資
料
と
し
乖
ゐ
で
、

勤
労
者
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
と
法
律
、
税
金
▼
定

員
・
。
‘
・
8
0
人
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
地

方
振
興
局
総
務
課
（
き
⑩
2
1
0

1
）
へ
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
気
功
法
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
5
日
面
～
１
Ｃ
Ｍ
月

1
7
日
㈲
の
毎
日
曜
、
全
1
0
回
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南

勤
労
者
福
祉
会

恵
子
・
川
勝
育
子
‘
兄
（
府
日
中

友
好
協
会
）
▼
定
員
・
：
4
0
人
▼
受

講
料
・
・
・
二
千
円
▼
申
し
込
み
・
：
同

会
館
（
容
⑩
0
7
8
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
Ｏ
・
Ａ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
Ｏ
・
Ａ
講
座
。
申
し
込
み
は
、
受

講
料
か
添
え
て
同
セ
ン
タ
ー
（
豊

⑩
0
6
8
8
）
へ
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
未
了
。

　
▼
調
査
対
象
・
：
従
業
員
ｉ
人

以
上
の
全
事
業
所
と
従
業
員
４

人
以
下
の
事
業
所
の
う
ち
約
２

百
事
業
所
▼
調
査
方
法
・
：
郵
送

で
▼
調
査
期
関
…
1
0
月
２
日
側

～
2
0
日
面
▼
問
い
合
わ
せ
…
商

工
観
光
課
労
政
係
（
内
線
２
９

１
）
へ
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

商
業
統
計
調
査

（
一
般
飲
食
店
）

　
通
産
省
が
、
十
月
一
日
現
在

で
「
商
業
統
計
調
査
（
一
般
飲
食

店
）
」
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
一
般
飲
食
店

の
経
営
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、
国
や
地
方
に
お
け
る

商
業
の
育
成
・
流
通
機
構
の
近

代
化
な
芦
苓
進
め
る
重
要
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
に
は
、
調
査
員
が
各
商

店
に
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
配

布
、
回
収
Ｌ
笛
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査

し
た
事
項
は
統
計
を
作
る
た
め

だ
け
に
使
い
、
そ
れ
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

（
ワ
ー
プ
ロ
講
座
〉

　
○
日
曜
コ
ー
ス
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月

５
日
間
～
１
９
一
月
1
0
日
面
の
毎
日
曜
。

全
６
回
、
午
後
Ｌ
時
～
３
時
半
▼

定
員
・
・
・
1
0
人
▼
受
講
料
・
：
六
千
円
。

　
○
水
・
土
曜
コ
ー
ス
▼
と
き
…

１
１
一
月
８
日
困
～
2
9
日
困
の
毎
水
・

土
曜
（
抑
忌
四
膝
ぐ
）
、
全
６
回
、

午
後
６
時
半
～
９
時
▼
定
員
・
・
・
1
0

人
▼
受
講
料
・
⊥
〈
千
円
。

《
中
高
年
齢
者
ワ
ー
プ
ロ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
１
１
一
日
困
～
3
0
日

側
の
毎
月
永
・
金
曜
（
1
8
日
團
は

除
く
）
、
全
８
回
、
午
前
９
時
半
～

午
後
３
時
半
▼
定
員
…
2
0
人
▼
受

講
料
・
：
八
千
円
。

〈
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座
〉

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
７
日
脚
～
1
2
月

2
2
日
黛
縦
火
・
金
曜
、
全
1
4
回
、

午
後
６
時
半
～
９
時
▼
定
員
…
2
0

人
▼
受
講
料
・
：
一
万
四
千
円
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）
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各種実態調査にご

協力を

宇治市戦没者追悼式

　追悼式参列申し込み

参列者の住所

　氏　　名

　生年月日

　電話番号

戦没者の氏名

　　　　続柄

　〈利用する交通機関〉

※市が運行するバス、自

家用車、その他のいずれ

かを記人してください。



1989年（平成元年）10月１日発行（4)宇治市政だより第859号

　
胃
が
ん
検
診

　
十
月
に
実
施
の
七
会
場
で
は
、

定
員
に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

受
診
さ
れ
て
な
い
人
は
、
お
早
く

申
し
込
み
鴛

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
＝
下
表
。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
１
１
‥
時

半
。
時
間
指
定
を
し
ま
す
▼
対

象
：
4
0
歳
以
上
の
市
民
▼
検
診
内

容
・
・
・
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

▼
検
診
料
・
：
五
百
円
（
免
除
事
項

あ
り
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
高
齢
者
福

祉
課
へ
郵
送
（
は
が
立
對
書
で

所
定
の
書
式
で
記
入
）
か
直
接
窓

口
で
▼
受
診
…
市
か
ら
送
付
す
る

受
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

指
定
の
日
時
に
会
場
へ
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
３

６
０
）
へ
。
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

胃がん検診日程表

　ﾘi辿U　　　　jt　場

　II)　a 哨　()l 勢川小■■/･*<:

　Ill Ill*)　゛μii医療センタ‾

　　北'｣■ if小学校

II)　lJ川 保健1冗療センター

　　木社公尺鮒

⊃]

　　it; -)ヽ介小■7校

風
し
ん
予
防
接
種

２
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
：
中
学
校

２
・
３
年
の
女
子
で
、
学
校
で
接

種
し
て
い
な
い
生
徒
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
歯
　
の
　
教
　
室

　
吊
μ
も
の
健
や
か
な
成
長
と
虫

歯
予
防
の
た
め
に
、
歯
の
教
室
を

開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
▼
と
き
…
1
0
月
1
9
日
㈹
、
午
後

１
時
半
ト
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
保
健
所
▼
対
象
…
１
歳
未
満
児

の
保
護
者
、
妊
婦
▼
内
容
：
壽
赤

ち
ゃ
ん
の
生
活
と
歯
に
つ
い
て
ぐ

虫
歯
予
防
に
つ
い
て
⑤
赤
ち
ゃ
ん

の
食
事
（
お
や
つ
の
試
食
）
つ
歯

の
磨
き
方
⑤
歯
科
相
談
、
離
乳
相

談
、
育
児
相
談
、
乳
児
の
体
重
測

▼
と
き
・
：
1
0
月
1
3
日
出
、
午
後
　
定
（
希
望
者
だ
け
）
ｙ
定
員
・
：
5
0

人
▼
申
し
込
み
・
問
い
<
}
Ｑ
Ｏ
ｆ
ｃ
Ｊ
.
｡
｡

宇
治
保
健
所
（
容
⑩
2
1
9
1
）

へ
電
話
で
。
　
（
保
健
予
防
課
）

　
糖
尿
病
教
室

　
▼
と
き
・
・
1
0
月
1
7
日
㈹
＝
午
後

１
時
１
３
時
半
、
1
0
月
2
4
日
㈹
＝

午
後
１
時
～
３
時
半
、
1
0
月
3
1
日

ｓ
=
午
前
1
0
時
半
～
午
後
３
時
半

の
３
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所

▼
対
象
…
糖
尿
病
の
人
と
そ
の
家

族
▼
内
容
・
：
Ｏ
講
義
「
糖
尿
病
は

怖
い
」
Ｏ
毎
日
の
牛
居
と
運
動
Ｏ

糖
尿
病
と
こ
こ
ろ
の
健
康
Ｏ
食
品

交
換
表
を
う
ま
く
使
お
う
Ｏ
糖
尿

病
食
・
実
習
と
試
食
▼
定
員
・
：
4
0

人
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
保
健
所

（
豊
四
2
1
9
1
）
へ
電
話
で
▼
主

催
・
：
宇
治
保
健
所
・
宇
治
久
世
医

師
会
。
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

1032

鎖のり:定、訴ぷや調作のしかた、自賠責保

険の利川のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。柑談は無料。秘密は厳守。

年｜ｉ　社会tei祉協議会の法律（iinio人）・

　保健・衛生・相談・移動図書館（10月分）

　　献血

●13日(三和研磨工業〈株〉=

10時～正午)､17

　日(京都文教知期大学=

10時～I5時半)､23

　日(〈株〉西友宇治店=

10時～正午.

13時～

　15時半)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎迦月曜日(宇治保健所=

9時～lo時半)。

　　相談あんない

●青少年相談(18日、中央公民館13時~16時)

　京都府交通事故相談(4

日、18日、京都府

　宇治地方振興局萱⑩2049、9時～16時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償

ｉ金･結婚･ぐた記･心i"iiiごとなどの相談日程

：や､行政･人権-i削?生活･精神陣弱嗇相談

　の日代は、尼年度版「巾民カレンダーと

：于びき」に掲技。ご利川ください。　　ｉ
このほか. 巾■政相談と一般生活相談は

ﾄ111役所市民相談室で, 消什川･fli談はI'|

:治振興.課で、教育柑談は.教育蚕口会で、
日Hit日を除く毎日受け付け。家庭児収相
FI ゛･lkいこpjヽゝ11}し入●Jlj●J4りゝ‘χﾆJjし'j‘･.'lljE

談は月～金曜日の10時～16時に総合fiVi祉

会館3隋の家庭児童相談{り0皿8698) ｜
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10月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

そ
よ
か
ぜ
号
巡
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程

移
動
図
書
館

燃えないゴミ（清掃事務所内線316～318） し尿（城南衛生管理組合電話075ー63ー5171）

お知らせ

し尿収集の届け出を
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